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背景解説 
日本初のモールス通信実験の記録 
（ペリー提督からの献上物） 
 
おおよそ一昔、10 年ほど前のことになるが、横浜や函館で、開港 150 周年の記念行事が盛大
に行われたことがあった。ペリー来航のことも、新たに採り上げることもないが、当大学ミュ
ージアムにエンボッシング・モールス電信機等を展示(*)するに際して、ペリーが電信機を持参
し献上品とした意味合いと、日本ではじめて行われたモールス電信実験の様子について、参考
文献から拾い上げて記述する。なお、献上品の中でも機関車がわかり易いせいか、当時の関心
事として記述は多いが電信機について残されている記録は非常に限られている。 
 
ペリー来航の目的と開港まで 
アメリカは、西部開拓やゴールドラッシュの時代も終わり、19 世紀には東部の工業が発達し
て、海外貿易に力を入れるようになってきた。特に中国への進出には、従来のアフリカ大陸南
端経由の、インド洋横断の航路では、大西洋を横断する分、イギリスに遅れをとることになり、
既にアメリカの西岸は捕鯨基地として開拓もされていたこともあって、将来、西岸からの太平
洋横断の航路も予測され、そのためには、船舶航海に不可欠な水と石炭の補給、船員の食料、
休養、あるいは医療、遭難救助などの中継基地として日本が最適の地とされていた。 
しかし、日本は鎖国をしていたので、まずは国を開いてもらわなければならず、ペリー来航
の第一の目的は鎖国解除、国交樹立であった。 
この動きを江戸幕府は、唯一開港を認めていた長崎のオランダ商館から情報を得ていたが、
放置していた。 
1853 年（嘉永 6 年）6 月 3 日に、ペリーのアメリカ東インド艦隊の 4 隻（旗艦サスケハナ号、
ミシシッピ号、サラトガ号、プリマス号）の軍艦が浦賀沖に現れたときも、ただ長崎に回航す
るよう指示するのみであった。 
ペリーはそれでも江戸湾の測量を行い、艦隊を進め、幕府にプレッシャーをかけてきた。幕
府は、やっと久里浜で、フィルモア・アメリカ大統領の国書を浦賀奉行が受け取ることになっ
た。しかし、幕府は、あくまでもこれは臨時の場であり、外国との窓口は長崎であるという建
前で国書を受け取ったが回答を保留したため、ペリー一行は翌年に回答を受け取りに再来する
とのことで一旦は立ち去った。 
 
 
注）資料によっては、日にちに若干の違いがあるが、船隊が分散して行動したことによる。 
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再来航を宣言して、日本を去ったペリー艦隊は、琉球や香港などに寄港したあと、宣言より
も早く伊豆沖に現れ、7 隻の艦隊が 1854 年 2 月 13 日（嘉永 7 年 1 月 16 日）に江戸湾（金沢
の小柴沖）に集結投錨した。前回は 4 隻だったが、今度の艦隊は、規模が大きく 7 隻（旗艦・
ポーハタン号、サスケハナ号、ミシシッピ号、マセドニア号 、サザンプトン号、レキシントン
号、バンダリア号）の艦船が組まれていた。 
ペリーは開港地として江戸に近い場所を要求したが、幕府はできるだけ江戸から離れた浦賀
や鎌倉を提案した。しかし、ペリーは神奈川沖や品川沖まで進行して日本側を威圧した。驚き
慌てた幕府は急きょ、神奈川宿のはずれにある横浜村という寂れた漁村を交渉の場として提案
して妥協し、艦隊は神奈川沖に移動した。 
幕府側の交渉全権には、儒学者・林大学頭（復斎）、町奉行・井戸覚弘 、浦賀奉行・伊沢政
義、目付・鵜殿長鋭の四名が担った。交渉は 1854 年 3 月 4 日（嘉永 7 年 2 月 6 日）から 10
日間に渡り、交渉会議回数は 4 回に及んだ。 
その結果、1854 年 3 月 31 日（嘉永 7 年 3 月 3 日）に日米和親条約が締結され、 幕府は名実
共に鎖国政策を撤廃させられた。 （注：嘉永 7 年は安政元年） 
十二箇条に及んだ条約の主な内容は、 
  ○下田・箱館の開港と薪水・食糧の供給 
  ○両港における遊歩区域の設定 
  ○外交官の下田駐在許可 
  ○最恵国約款の承認  などであった。 
 
当時のことは、幕府はもちろんのこと、関係者や瓦版、一般住民などが見聞きしたことを克
明に記録したものが多くあったという。日本人の好奇心と記録好きを表している話であるが、
そのほとんどは火災や震災で紛失消滅している。その中で、「亜墨利駕船渡来日記」（＊1）とい
う書が全体を正確に記録していたというがこれも焼失してしまい、この内容を横浜貿易新聞（現
神奈川新聞）が連載した記事が唯一残された記録であったという。また、ペリー提督の伝記（＊
2）を書いた翻訳本もある。本稿は末尾に挙げた参考資料（筆者が直接参考にした資料。各資料
の著者が参考にされたと示されているものは間接参考文献として挙げた。）を総合して概略した
ものである。 
 
献上物と実演(*2、*3) 
アメリカ政府は、欧米人を野蛮人とみなす日本人の心に、アメリカ人のパワーを深く刻みつ
け、アメリカの武力と便利な機械器具で日本の文明の遅れを意識させようと企て、郵政監察官
のペリーを、東インド艦隊司令長官に任じ、艦船の編成、装備、贈物などを自己の責任で準備
せよと命じた。彼は直ちに、当時ヨーロッパで出されていた日本関連の文献を収集、調査し、
日本人は機械、器具に好奇心を抱きやすいことに気付き、着々、遠征の条件を整備していた。
しかし、フイルモニア大統領の親書では、訪日の目的の一つに「日本国民に適した商品を供給
する。」と婉曲な表現を使い、外交的な表現を用いて声明を出していた。 
 
1854 年（嘉永 7 年）に、幕府の回答を得るために再来日したアメリカ艦隊は、多量の贈物、
機関車（客車、線路、炭水車こみ）、電線付き電信機 2 台、絵画、書籍、酒類、日常品等、当
時のアメリカを浮き彫りさせる品々を持参し 1854 年 3 月 13 日、アメリカ艦隊海兵隊一個中隊
の輸送船のボート 27 隻で贈物を運び横浜の海岸に陸揚げし、軍楽隊と共に上陸して、日本の皇
帝、幕府高官に、このような多種多様の贈物を献上または贈与した。横浜村に陸揚げされた贈
物リストには、幕府将軍あてに 25 種類 37 品目の物品が列記されてあった。 
艦隊参謀長ジョエル•アボット大佐は幕府の応接所で応接掛林大学頭らに面会しペリーの手
紙と贈物リストを渡した。贈物の入った梱包は臨時に建てられた建物に収容され、翌日からは
包装は解かれ引き渡しに入った。この贈呈式には、日本の高官であった彦根の大名•井伊掃部頭
も出席している。 
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日米和親条約の交渉が行われ、大筋がまとまり、しばらくの間は、日米双方は公式文書を翻
訳しその検討に専念していた。ペリー提督は、この時が皇帝への献上品を披露するのに絶好の
機会と考え、1854年 3月 12日にアダムス中佐と技術士官を応接場の広場に送りその準備に取
りかからせた。電信機の組み立て等、展示の準備作業が連日続いた。 
 
 ペリー作成のリストによると献上品目の二番目（一番目は蒸気機関車）は「TELEGRAPH 
INSTURUMENTS」と書かれているが、目録贈呈の際、この英語はオランダ語を経て日本語
に訳され、日本側はオランダ語をエレキトル・カウーフ、またはエレキトル・テレカウーフと
聞き取り、日本語訳は「電信機」又は「雷電伝信機」とした、電信機の装置二組であった。 
 
梱包の紐
が解かれ、電
信機 2 組、電
池 4 個、3 マ
イルの電線
（WIRES）、
グッタ・ペル
カ（GUTTA 
PERCHA）
電線、及び絶
縁用碍子類
（INSULAT
ORS）が取り
出された。 
 
 
 
数日後、技師のドレイバアとウイリャムズが幕府の役人らに電線を柱に架けたいと申し出る
と、日本側は電線を張るための柱を建て始めるなど喜んで作業したとのこと。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
応接所付近の図（元図：ペリー艦隊日本遠征日記（横浜歴史資料館蔵書）電信柱とケーブル 
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電線の一端は応接所付近 2に通信実
演のため新設された建物（駒形の田辺
嘉平次の敷地）、現在の横浜の地図で
みると、横浜開港資料館 3（横浜市中
区日本大通り）辺り、他の端は州干弁
天社境内近く（名主中山吉左衛門の敷
地）、現在の横浜の地図では、神奈川
県立歴史博物館 1（明治 37 年に横浜正
金銀行本店として建てられ、現在国の
重要文化財・史跡に指定されている歴
史的建造物：横浜市中区南仲通）まで、
約六町半（約 700m）の距離に針金を
引っ張って結ばれた。（比較地図参照） 
 
 
     
 
 
現在の横浜観光地図（紫線は旧横浜村の概略位置） 
開港前の横浜村と入江(*7) 
北 
洲干弁天社 
応接所 
（左）1 神奈川県立歴史博物館 （中）2 日米和親条約調印の地 碑 （右）3 横浜開港資料館 
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3 月 24 日、有線通信の実
験が行われる。一瞬のうち
に、メッセ－ジが英語、オ
ランダ語、日本語と別々に
伝導されると、日本人は大
変、驚いたが、すぐ、好奇
心を抱き電信機操作の方法
を考察した。それからは連
日、幕府役人、その他の人
が見物に訪れ、技師に電信
機を動かしてくれるように
と懇願し発信、受信を飽き
ることなく見守っていた。 
この有り様を見たアメリ
カ人は、日本人が、最初、
面食らったのは電気に知識
がないから当然なのだが、
機会があれば仕掛けを究明
しようとの態度には驚いた
という。   
 
幕府高官の見物報告（＊4） 
（名主年寄植木茂右衛門が書残した原文を横浜貿易新聞が解釈掲載したものを、西川武臣氏が
加筆修正した文章から。） 
『2 月 24 日、奉行伊沢美作守、横浜応接所に罷り出、蒸気車ならびに献上物拝見いたし候。同
日、蒸気車興行、外に先達て場所出来これあり候雷電伝信機、此書様は天連関理府興行これあ
り。 
テレカラフの制度も杉柱を 20 間計りの間隔に立て、柱の先に瓢箪のこときギヤマンのつぼを
逆さに柱に差し、其つぼに針金を巻き、一つ一つ同断にす。巻留の針金を別に大柱を立て、其
柱に留針金を下へ引き下げて土中へ埋め、土中より引き出し上の仕掛けへ先のつぼの針金と一
同にいたし、用事等これあり候はば細き紙に書き、右のゼンマイ仕掛け台の上にちょっと出た
る半鐘のイボの如き物を指にて推す。中の分銅下がる故、ゼンマイ廻る。紙を右のゼンマイは
巻き込み、針金へ気息通じ響く。先方にて用事ある事を知る。台の上のイボを推す。分銅下が
る。左より右へゼンマイにて紙を巻出す。文字有用便自在。十里、廿里、針金の及ぶ処理同じ。』 
 
作動状態と現物 
 エンボッシング・モールス電信機は、遠隔地に各々設置し、相互に電線で接続する。 
通信は、先ず、送信時に電鍵操作でモールス符号を生成するとリレーの接点により符合に応じ
た電流が電線に流れる。 
受信時には、この電流変化を受けてリレーで増幅し、符号があるときは電磁力で引きつけ紙テ
ープに、送られてきたモールス符号の短点、長点を刻印してゆく（レジスター）。符号がないと
きはバネの力で元にもどる。この紙テープは、リールに巻かれてあり、分銅の重さとゼンマイ
の力で、信号に合わせて送り出し巻き取りを行う。 
受信者は、このテープのモールス符合を解読して通信のメッセージの意を知る。 
 この電信機の本体盤上には、電鍵をはじめ、レジスター、接続端子やリレー、紙テープの送
り出し同期機構などが設置されている。 
本機のオリジナル（*5）はアメリカのW・ノートン社製。 贈答に用いられた特注品であるた
め、装飾性の高い基盤に、バッテリーを除いて部品を一体に取り付け、通常の製品では、これ
らの機器類は別々の基盤に取り付けられ、相互に配線されるが基盤の裏に配線を行っている。 
モールスキー（電鍵）のノブや配線用の端子なども、通常品は黒色のゴムやエボナイトを用
電信実験の絵（絵巻の一部：NTT 所蔵のパネルより複写 
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いるが、本機では象牙を用いて高級感を出しており、機器類のデザイン面にも配慮がみられる。 
信号の長短を、電磁石の力で針を紙テープに押しつけて突起をつけて記録することからエン
ボッシング式と呼ばれる。（Emboss） 
本機の部品や付属品の、コイルスプリング、錘巻き上げハンドル、ねじ、駆動力用錘など、
コイルスプリング調整マスト、紙ロール固定用ネジ、バッテリーおよび電線などは、破損ある
いは紛失している。 
1999 年（平成 11 年）12 月 8 日にNICT（郵政省総合研究所）によって一部修復し、東京大
手町の逓信総合博物館において、関係者を招いて通信実演実験（*5）が行われた。 
 
時代環境（*6）） 
日本では 1776 年（安政 5 年）に平賀源内が静電気「エレキテル」の実験を行っている。 
また、当時の日本で電信機の存在を知る者は佐久間象山ら一部の先覚者を除きほとんどいなか
った。佐久間は、ペリー来航以前に欧米諸国で「テレガラフ」が発明されているのを、洋書を
読んで知っており、欧米人は造物の神以上の能力を使って利器を作ったと評価した。 
1849 年（嘉永 2 年）、ショメ－ル百科全書などからヒントを得て、日本で最初の電信機を作
る。そして、松代藩の御使者屋と鐘楼の間、約 50m に電線（取寄せ？）を架設して通信の実験
をした。その際、ダニエル電池を取り寄せて使ったという。 
ペリー来航の数年後にも、彼は電信機の機能、につき解説し世人を啓蒙した。「エレキトル 
テレガラフ」は、「一瞬」で通信ができるというべきで、そもそも、電気というものは、光の
速度とおなじで、脈一つ打つ間に一万里以上も走るものだと説明している。 
 
1869 年（明治 2 年）10 月 23 日に横浜電信局（横浜裁判所）と東京築地東京電信局（東京傅
信機役所）を結ぶ約 32km に電柱 593 本の電信線架設工事が行われ 12 月 25 日から我が国初め
ての公衆電気通信業務を開始している。この 10 月 23 日は、「電気通信記念日（現在は電信電
話記念日）」となっている。 
 
アメリカでは 1832 年にモールスがモールス符号を発明以来、1837 年にはモ－ルス符号によ
る電信通信を発明（1838 年に実験成功）し、1844 年 5 月に、ニューヨーク－ボルチモアの間
に実用電信機として使用され電信事業がスタートしている。しかし、ワシントン－アナポリス
間など、一部の大都市でのみ実用化しただけで大衆に普及していなかった。ニューヨ－クとサ
ンランシスコの間で電信線が開通したのは、1862 年だった。 
 
この献上品はその後、1854 年 4 月 8 日ころから約 20 日かけて、吹上奉行の役人が横浜から
竹橋御蔵地へ運び、江川太郎左衛門が管理した。この間、将軍・家定が見物し、以後、関係の
役人が情報を関係者に流した。 
幕府が倒壊したのち、東京帝国大学が保管し、現在、逓信総合博物館に所蔵されている。1855
年（安政 2 年に）勝海舟らがオランダから寄贈されて電信機を実験する際にこの電信機も動か
そうとしたが、損傷や部品の損失などで動かなかった。 
オリジナルは 1997 年（平成 9 年）6 月に国の重要文化財に指定された。 
このレプリカを、NTT から譲り (*)受けて国立大学法人電気通信大学 UEC コミュニケーシ
ョン・ミュージアムに展示してある。 
 
1854 年のペリーによる実験から 14 年もの間、日本において電信の歴史にほとんど動きはな
かった。しかし明治維新後、明治政府は電信の重要性を認識。1869 年にイギリスから通信技師
を招いて、横浜燈台役所と横浜裁判所に日本で初めての電信回線を開通させた。ここではモー
ルス信号ではなく、「ブレゲ指字電信機」(*6)と呼ばれる電信機を採用した。 
ブレゲ指字電信機（Breguet Dial Telegraph）は、1840 年に英国のホイートストン社で
発明され、フランスのブレゲ社で製造された電信機である。 
ブレゲ指字電信機は、ダイアル式の送信機の、送信したい文字に針を合わせると、受信側で
も同じ文字を指してメッセージを送信する電信機。 
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モールス信号は習得する特技が必要だが、ブレゲ指字電信機はその必要がなく誰でも扱うこ
とができた。しかし、ブレゲ指字電信機には、1 秒間に 5～6 文字程度しか送れない、通信線の
敷設に多額な費用がかかるなどの欠点があったため、モールス信号へと置き換わっていった。 
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・「亜墨理駕船渡来日記」（横浜貿易新聞から）(*1)(*4)   西川武臣 
・「横浜の通になる」   横浜通養成講座 
・「横浜船と港ものがたり」   宮野力哉 
・「横浜今昔散歩」(*7)   原島広至 
・伝記 ペリー提督の日本開国(*2)   サミエル・エリオット・モリソン 座本勝之訳 
・「わかるよこはま」   横浜市教育委員会/かながわ検定協議会 
・「横浜絵地図」 岩壁義光 
・NICT HP（企画部技術管理課試作開発係稲森係長）(*5) 
・Wikipedia(*6) 
・横浜貿易新聞（昭和 31 年 8 月 5 日～9 月 11 日） 
・横浜開港のひろば #57、#73 
・横浜開港側面史（横浜貿易新報社編） 
・黎明期の通信に関する調査研究報告書 総務省郵政研究所 
 
《間接参考文献》 
・W・ハイネ「世界周航、日本への旅」（中井訳）。 
・「金駅日記」』（神奈川県図書館協会編『黒船来航と横浜』「未刊横浜開港史料」）。  
・「亜墨理加乗船筆記」（菊池富太郎日記）。 
・「洋学の系譜」（惣郷正明）。 
ブレゲ指示電信機 左が送信機、右が受信機 
（電気通信大学 UEC コミュニケーション・ミュージアム所蔵） 
8 
 
・英字紙（1852 年からの、ニューヨーク・ヘラルド、ニューヨーク・デイリー・タイムズ）。 
・「市民グラフ・ヨコハマ」（1978 年臨時増刊号） 
・象山全集（信濃教育会編）。 
 
 
（了） 
 
 
 
 
2015 年 11 月 30 日 
2020 年 2 月 7 日補修 
 
 
国立大学法人電気通信大学 
UEC コミュニケーション・ミュージアム 
特任学術調査員 片山瑞穂 
 
 
 
筆者注記 
 
実験に使われた導線（ペリー持参）は、当時の技術から銅線ではなく鉄線ではなかったかと
の疑問があり、更に被覆についても若干触れてはいるが何百メーターもの長い被覆線を作る技
術があったかどうか、多分実験に使われたのは裸電線であったと思われる。電線は 2 本張られ
ており、一方が電信線、一方がアース線。 
また、電信柱と電信柱の間は実測した者はいなかったようで 20 間との記録もあり 60 間との
記録もある。いずれにしても均一ではない。また応接所から洲干辨天社までの間は直線で約
700m 程であるが、資料によっては町の単位と丁の単位が使われており換算すると約 600m か
ら 900m の資料があり、さらに直線ではなかった記録もある。 
 
 
電線部分拡大図 
